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研究成果の概要（和文）：本研究では，小学校低学年児童対象とした，適切な自己表現力の育成や教育現場に即
することをめざしたアサーション・トレーニング・プログラムが開発された。アサーションの構成の検討，アサ
ーションを育成する方法の検討，アサーション育成における指導者の役割の検討を含めて研究が行われた。特定
の時間のプログラム内容だけでなく，学級風土づくり，よりよい般化，普段の学校生活に関係する支援等の重要
性について考察された。

研究成果の概要（英文）：In this study, assertiveness training program was developed for early 
elementary school students, aiming to develop appropriate self-expression skills, and adapted to the
 educational setting. The study included a consideration of the structure of assertiveness, a 
consideration of methods for developing assertiveness, and a consideration of the role of the 
instructor in developing assertiveness. The importance of not only the content of the program at a 
specific time, but also the importance of creating a classroom climate, better generalization, and 
support related to everyday school life was discussed.

研究分野：教育心理学

キーワード： アサーション

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では近年の小学生の暴力等の状況をふまえ，暴力予防，適切な自己表現力の育成をめざしたアサーショ
ン・トレーニング・プログラムの開発研究が行われた。この分野ではあまり研究が進展していない小学校低学年
児童を対象とした研究であった。アサーション・トレーニング・プログラムのさらなる工夫を研究していくとい
う今後の研究の発展に向けた課題が見出された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
近年，他者の気持ちに配慮した行動のできない子どもの問題が指摘されている。 
2015年９月 17日付の日本経済新聞の記事「小学生の暴力 過去最多 昨年度 1.1万件 低学年
で増加顕著」によると，文部科学省の「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」
で 2014 年度に全国の小学校で起きた児童の暴力行為は４年連続で増え，過去最多を更新した
ことが分かっている。全学年が増加傾向の中でも特に低学年が目立つ。文部科学省は「早い段階
から子供に寄り添った対応が重要だ」としている。 
このような問題を解決するため，これまで適切な自己表現力に関する研究が行われてきたが，
先述の全国的な問題行動等の調査結果から考えれば，十分な教育成果に繋がっているとは言い
難いと思われる。その原因として次の２点があると思われる。 
まず，適切な自己表現力に関する研究分野が複数あり，また小学校低学年児童対象の適切な自
己表現力を育成する実践的研究があまり進展していないということである。適切な自己表現力
の育成の重要性を考えれば，小学校低学年児童を対象にしたアサーション・トレーニング等の実
践的研究の発展が必要である。 
 また，小学校低学年児童の発達に即したアサーション・トレーニング・プログラムが十分に開
発されていないことに加え，小学校低学年児童のアサーションの評価方法が十分に確立されて
いないことである。小学校低学年児童の攻撃的な行動は小学校に入学して突然生じるものでは
ない。研究代表者が７年にわたり幼児教育・保育の現場を観察したところ，保育者が子ども同士
の喧嘩の仲裁に追われる姿が多かった。このような状況をふまえて研究代表者が行った研究（髙
橋，2012）では，保育者経験者はアサーション・トレーニングの導入に肯定的で，特に年長児か
らトレーニングが可能だという考えを持っていることが明らかになっている。 
したがって，小学校低学年児童を対象としたアサーション・トレーニング・プログラムの開発
を研究していくことが必要である。 
 
２．研究の目的 
 
適切な自己表現力の育成は，今日の教育において重要な課題である。 
本研究では，心理学のアサーションに関する研究を背景として，小学校低学年児童対象の適切
な自己表現力育成プログラムの開発を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
アサーションを評価する方法の現状を検討した上で，小学校低学年児童のアサーション尺度
を構成する。小学校低学年児童の適切な自己表現力の育成を目的とした教育の解明・アサーショ
ンを育成する方法の検討，アサーションの構成の検討，アサーション育成における指導者の役割
の検討，アサーション・トレーニング・プログラムの開発，検証を行う。 
 
４．研究成果 
 
（１） 
子どものアサーションを評価する方法の現状について検討するため研究動向を分析した。ア
サーションは尺度による評価が中心であることや，児童対象の研究が比較的多いことが分かっ
た。自尊感情やストレス等との関係が検討されていることから，それらがアサーションの尺度の
妥当性を評価する上での基準となる可能性を持っていることが示唆された。 
これらの研究や観察，先行研究を参考に，小学校低学年児童の発達をふまえて，アサーション
の原尺度を構成した。 
 
（２） 
まず幼稚園教諭を志望している大学４年生を対象として調査し，幼児の適切な自己表現力を
育成する方法への思いを分析した。調査参加者から表現されたイメージや言葉は普段の園生活
で可能な支援に関するものであった。小学校低学年児童への支援との違いも尋ねた。その結果，
幼児と小学校低学年児童への支援は基本的には同じだと考えられるが，小学生はルールや学級
目標を通して教育するというイメージがあるという考えが明らかになった。 
 
（３） 
小学校の教師を対象に小学校低学年児童の適切な自己表現力を育成する方法への思いを調査
した。調査により，トレーニングや，よりよいモデルを定着させることは土台や基礎であり，そ
れに対して学校生活における発表は上位に位置づき，子どもたちに判断させる場は活用に位置
づき，また認めることと学級風土づくりはレベルの高いものと捉えられていること等が明らか



になった。 
アサーションを育成する方法として普段の学校生活に関係する支援が挙がった点については，
保育者を対象とした先行研究と同様であった。 
このように明らかになった学校生活での教育活動や先行研究もふまえて，小学校低学年児童
対象のアサーション・トレーニング・プログラム案を作成した。 
 
（４） 
小学校低学年児童におけるアサーションの構成を検討するため，小学校教員を対象として小
学校低学年児童の自分も相手も大切にした自己表現が必要なのはどのような場面かということ
について調査した。調査の回答についてクラスター分析等を行い，「助けを必要としている児童
に手を差し伸べる」，「対話的な学び」，「公共心」，「素直な謝罪」，「反応を返す」，「自分を支えて
いる場所・物」に関する場面のアサーションや，「反省」，「承認を求める意思」，「配慮する」，「ル
ールを伝える」，「希望を伝える意思」に関する場面のアサーションが明らかになった。これらの
中には相互に関係性があるものもある。また，そのうち「反応を返す」，「ルールを伝える」等の
対人関係において重要で基本的なアサーションは，小学校低学年という発達段階における特徴
と考えられた。 
 
（５） 
子どものアサーションを育成するプログラムの検討を行い，近年，子どもを対象としたアサー
ション・トレーニングに関する先行研究では様々なプログラムが行われていることをふまえ，子
どものアサーションを育成するプログラムの動向について考察した。子どもを対象としたアサ
ーション・トレーニングに関する研究は小学生以上の年齢の子どもを対象としたものが多い。ア
サーション・トレーニングに関する研究では認知だけでなく実践的な活動も大切にされている
等，工夫されたプログラムが行われている。 
したがって，これらの研究成果をふまえながら，対象とする子どもの状態もふまえてさらにプ
ログラムを工夫していくことが今後の研究の発展では重要だと考えられた。 
 
（６） 
子どものアサーションの育成における指導者の役割について検討を行った。以前から言われ
ている例えば幼児教育・保育では「保育者自身がアサーションを身に付け，幼児の良きモデルに
なること」（髙橋, 2012）などにも関連すると思われるが子どものアサーション育成において指
導者の役割は重要と考えられ，子どものアサーション育成における指導者の役割について考察
した。 
 
（７） 
アサーションのよりよいモデルについて学習し，ロールプレイを通して相手の気持ちを考え
ることを意識するようにする等といったプログラムについては，児童の対人関係において重要
なアサーションの場面に着目することの重要性の視点から考察された。 
また，特定の時間のプログラム内容だけでなく，子どものアサーションの育成における指導者
の役割や学級風土づくり，よりよい般化，普段の学校生活に関係する支援等の重要性について考
察された。 
 
（８） 
研究期間の中でコロナ禍の影響を受けたが，その中でアサーション・トレーニング・プログラ
ムのさらなる工夫を研究していくという課題は今後の研究に向けた契機になったという面もあ
ると思われる。 
小学校低学年児童対象とした，適切な自己表現力の育成や教育現場に即することをめざした
アサーション・トレーニング・プログラムが開発されたと思われるが，本研究は学級全体で行う
形のアサーション・トレーニング・プログラムについての研究であった。一般に学級には様々な
児童がいると考えられることから，さらに全体と個への支援のバランスの取れたプログラムを
追究することも今後必要と思われる。 
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